
1

国際的な循環型社会形成と国際的な循環型社会形成と
適切な輸出入管理に向けて適切な輸出入管理に向けて
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１．循環型社会形成に向けた日本の経験１．循環型社会形成に向けた日本の経験

２．国際的な循環型社会の構築と適正な２．国際的な循環型社会の構築と適正な
輸出入管理輸出入管理
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輸出入管理輸出入管理

３．日中における廃棄物輸出入管理に関３．日中における廃棄物輸出入管理に関
する取組する取組

１．循環型社会形成に向けた１．循環型社会形成に向けた
日本 経験日本 経験
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日本の経験日本の経験

• 現場では「臭いものに蓋をする」その場しのぎの対応

• 「安かろう悪かろう」の処理現場は、悪貨が良貨を駆逐
する状態

結果として

廃棄物をめぐる我が国の以前の状況廃棄物をめぐる我が国の以前の状況廃棄物をめぐる我が国の以前の状況廃棄物をめぐる我が国の以前の状況
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大規模な不法投棄

PCBなど負の遺産の蓄積

【野焼きによる不適正な廃棄物処理】 【大規模な廃棄物の不法投棄】 【ＰＣＢ廃棄物の不適正な保管】

（出典：環境省資料）

最終処分場の
逼迫・立地困難

不法投棄等による
環境汚染

建設の見込みが
不明確

産業活動への
影響

産業廃棄物処理産業廃棄物処理をめぐる悪循環をめぐる悪循環産業廃棄物処理産業廃棄物処理をめぐる悪循環をめぐる悪循環

住民の不信増大

建設反対

都道府県等の要網
規制（地元同意等）

廃棄物処理法の改正による排出事業者責任の強化

各種リサイクル法の制定と拡大生産者責任の導入

循環型社会形成推進基本法に基づく法体系の確立

PCBなど負の遺産の処理／ダイオキシンの大幅削減

廃棄物・リサイクル対策の大転換

廃棄物・リサイクルに関する十数年来の改革廃棄物・リサイクルに関する十数年来の改革廃棄物・リサイクルに関する十数年来の改革廃棄物・リサイクルに関する十数年来の改革
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• 国と地方公共団体の協働・連携

• 民間企業の取組

• ＮＧＯやＮＰＯの参画

各主体による取組の進展
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不法投棄対策の体系不法投棄対策の体系不法投棄対策の体系不法投棄対策の体系

未然防止未然防止

産業廃棄物管理票制度（電マニ）
最終処分が適切に終了するまでの措置

許可・取り消しの厳格化、優良性評価制度、
車両ステッカー、行政処分の徹底

施設許可制度、廃棄物処理センター制度

不法投棄：５年以下の懲役又は
１０００万円以下の罰金（法人１億円）

処理業者の優良化

排出事業者責任の強化

不法投棄の罰則の強化

適正な施設の確保

立入検査・報告徴収、パトロール事業、
不法投棄ホットライン、地方環境事務所の設置

原状回復原状回復

適正処理推進センターの支援

代執行・費用請求
いとまがない場合、措置命令に従わない場合、原因
者等不明の場合に代執行（行政代執行法の特例）

投棄者、原因者、注意義務違反の排出事業者

３／４補助率

監視の強化

措置命令

循環型社会を形成するための法体系循環型社会を形成するための法体系循環型社会を形成するための法体系循環型社会を形成するための法体系

廃棄物処理法 資源有効利用促進法

環境基本法 環境基本計画

＜ 再生利用の推進 ＞＜ 廃棄物の適正処理 ＞

社会の物質循環の確保
天然資源の消費の抑制
環境負荷の低減

循環型社会形成推進基本法（基本的枠組法）

①廃棄物の発生抑制
①再生資源のリサイクル

ﾞ

循環型社会形成推進基本計画 ：国の他の計画の基本

Ｈ６.８完全施行
Ｈ18.４ 全面改正公表

Ｈ13.１完全施行

Ｈ15.３ 公表

Ｈ18.２
一部改正

Ｈ13.４
全面改正施行
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容 器 包 装
リサイクル法

個別物品の特性に応じた規制

びん、ペットボトル、紙
製・プラスチック製容
器包装等

エアコン、冷蔵庫・冷凍
庫、ブラウン管式テレビ、
洗濯機

グリーン購入法（国が率先して再生品などの調達を推進）

木材、コンクリート、ア
スファルト

食品残さ 自動車

家 電
リサイクル法

食 品
リサイクル法

建 設
リサイクル法

自 動 車
リサイクル法

②廃棄物の適正処理（リサイクルを含む）

③廃棄物処理施設の設置規制

④廃棄物処理業者に対する規制

⑤廃棄物処理基準の設定 等

①再生資源のリサイクル

②リサイクル容易な構造・材質等の工夫

③分別回収のための表示

④副産物の有効利用の促進

ﾘﾃﾞｭｰｽ
ﾘｻｲｸﾙ → ﾘﾕｰｽ

ﾘｻｲｸﾙ

(１Ｒ) (３Ｒ)

Ｈ13.５

完全施行

Ｈ19.6
一部改正

Ｈ13.４

完全施行

Ｈ12.４

完全施行

Ｈ18.６

一部改正

Ｈ14.５

完全施行

Ｈ17.１

本格施行

Ｈ13.４ 完全施行

天然資源投入

生産

（製造・流通等）

天然資源の消費
の抑制

１番目: 発生抑制
Reduce
リデュース

循環型社会の姿（３Ｒの推進）循環型社会の姿（３Ｒの推進）循環型社会の姿（３Ｒの推進）循環型社会の姿（３Ｒの推進）
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消費・使用

処理

（再生、焼却等）

最終処分（埋立）

廃棄

適正な３Ｒと処分により、
天然資源の消費が抑制され、
環境への負荷が低減される社会

２番目: 再使用
Reuse
リユース

３番目：再生利用
Recycle
リサイクル

５番目：適正処分

４番目：熱回収

２．２．国際的な循環型社会の構築国際的な循環型社会の構築
と適正な輸出入管理と適正な輸出入管理
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と適正な輸出入管理と適正な輸出入管理

発展途上国での廃棄物発生量増加の見込み

○ 世界の廃棄物発生量増加（２０００： １２７億トン → ２０５０： ２７０億トン）
○ 将来の経済成長により、特に発展途上国で廃棄物の発生量は劇的に増加する
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[世界の廃棄物発生量見込み]

廃棄物の発生見込み廃棄物の発生見込み廃棄物の発生見込み廃棄物の発生見込み
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Source: HS code/ Waste Plastics: 39.15, Ferrous Wastes and Scrap: 72.04, Copper Waste and Scrap: 74.04

Ferrous Scrap
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★２００４年６月、アメリカで開催されたＧ８サミットにおいて、廃棄物の発生抑
制、再使用、再生利用（「３Ｒ」）を通じて循環型社会の構築を目指す“３Ｒイニ
シアティブ”を合意

★２００５年４月 ３Ｒイニシアティブ閣僚会合

★２００６年３月 ３Ｒイニシアティブ高級事務レベル会合

３Ｒイニシアティブの目的は…

１ 各国での３Ｒの推進

2006年3月 高級事務レベル会合

○各国・国際機関における３Ｒの取組や
優良事例の報告

３Ｒイニシアティブ３Ｒイニシアティブ３Ｒイニシアティブ３Ｒイニシアティブ
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１ 各国での３Ｒの推進

２ 国際的な流通に対する障壁の低減

３ 関係者間の協力

４ 「３Ｒ」に適した科学技術の推進

５ 途上国との協力

優良事例の報告

○各国における３Ｒの推進、国際的な３
Ｒの推進に関する議論

2006年10月 アジア３Ｒ推進会議（東京）

2007年10月 高級事務レベル会合（ドイツ・ボン）

2008年3月 アジア３Ｒ対話（東京）

2008年5月 Ｇ８環境大臣会合（神戸）

2008年7月 Ｇ８サミット（北海道・洞爺湖）

・2006年 JICAによる専門家の派遣

・2007年3月 第1回日中環境・廃棄物・リサイクル政策対話（北京）

・2008年3月 第2回日中環境・廃棄物・リサイクル政策対話（東京）

・2008年5月 日中両国の当面の取組に関する共同プレス発表（東京）

エコタウン協力の推進

日中間の環境・廃棄物分野における協力日中間の環境・廃棄物分野における協力日中間の環境・廃棄物分野における協力日中間の環境・廃棄物分野における協力

- エコタウン協力の推進
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国内
循環

途上国等での国内処理能力の向上

国内の循環を補完する国際循環
国内
循環

それぞれの循環資源の性質（有害性や資源価値）
に即して、その国際的な移動に対応

○有害物の管理も含め、東アジア地
域全体の環境負荷を低減

○先進国では 優れた技術を活用し

前提：それぞれの国において循環型社会を実現

・我が国において、モデルとなる取組を推進
・途上国の取組を支援

国際的な循環型社会のビジョン国際的な循環型社会のビジョン国際的な循環型社会のビジョン国際的な循環型社会のビジョン
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○不適正な循環資源の国際移動に関する対策の強化

○資源の有効利用等の観点から、循環資源の国際移動
の円滑化の検討

国境における適切な管理

国境

国際
循環

○先進国では、優れた技術を活用し
て、他国ではリサイクルできない
循環資源の有効活用

○途上国では、労働集約的なリサイ
クルについては、低コストでリサ
イクル

（出典）中央環境審議会資料

３．３．日中における廃棄物輸出入日中における廃棄物輸出入
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管理に関する取組管理に関する取組

• プラスチックくず（2004）
– 日本から中国向けに輸出されたプラスチックくずの中に、再生利用に

適さない物が混入し中国国内法規制に違反するとして、中国政府が
日本からのプラスチックくずの輸入を暫定的に停止する事案が発生

• ブラウン管TV、CRTモニター（2006）

– 日本から中古使用目的で香港へ輸出された使用済ブラウン管ＴＶ等
が、香港政府によってバーゼル条約上の有害廃棄物と判断され、日

日中廃棄物輸出入管理の課題日中廃棄物輸出入管理の課題日中廃棄物輸出入管理の課題日中廃棄物輸出入管理の課題

本へシップバックされる事案が発生
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・2007年3月 アジア有害廃棄物不法越境移動防止地域ワーク
ショップ（北京）

・2007年8月 日中廃棄物の輸出入及び検査に関するセミナー
（上海）

・2008年1月 日中廃棄物輸出入に関する関係省庁ワーキング

日中廃棄物輸出入管理の情報交換日中廃棄物輸出入管理の情報交換日中廃棄物輸出入管理の情報交換日中廃棄物輸出入管理の情報交換
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年 月 中廃棄物輸出入 関する関係省庁 キ グ
グループ（東京）
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アジア地域における廃棄物輸出入管理の情報交換アジア地域における廃棄物輸出入管理の情報交換アジア地域における廃棄物輸出入管理の情報交換アジア地域における廃棄物輸出入管理の情報交換

• 有害廃棄物の不法輸出入防止のため、各国のバーゼル条約
実施能力の向上及び関係国間の情報交換体制（ネットワーク）
を整備

• ワークショップ開催（2004～）、ウェブサイトによる各国の規制
情報の提供、不法輸出情報等の情報交換を実施
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• ワークショップの開催
- 2004年11月 東京

- 2005年11月 東京

- 2007年3月 北京（再掲）

- 2008年1月 東京

• 国内だけでなく世界的に循環型社会の構築が求め
られている。

• 国境を越えたリサイクルが進展しているが、国境で
の適切な管理が不可欠

結結 論論
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の適切な管理が不可欠。

• 日本では、国内対策の充実を図っている。

• 中国とも情報交換や連携を強化し、不適正輸出が
生じないよう努力して参りたい。


